
町民の筋l s

役
場
に
自
家
用
車
で

来
ら
れ
た
方
は
消
防

車
庫
前
、
公
用
車
々

塵
前
に
駐
車
し
な
い

で
下
さ
い
。

第
一
回
定
例
議
会
は
じ
ま
る

一
般
会
計
　
補
正
予
算
　
八
七
〇
万
円

遠
賀
町
第
一
回
定
例
議
会
は
去
る
一

月
三
〇
日
に
招
集
さ
れ
二
月
一
〇
日
ま

で
会
期
二
一
日
間
に
わ
た
っ
て
次
の
議

案
が
審
議
さ
れ
ま
す
。
（
一
月
三
日

現在）議
薬
第
一
号

昭
和
四
三
年
度
遠
賀
町
一
般
会
計
及
び

特
別
会
即
決
舞
認
定
（
水
道
会
計
を
除

く）

地
方
自
治
法
館
二
三
桑
の
三
の
規

定
に
塞
づ
い
て
議
会
の
認
定
に
付
す

る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
は
三
月
号
に
語
鼓
し
ま
す
。

強
暴
第
二
号

遠
賀
墓
の
讃
風
の
請
訓
及
び
費
用

弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

議
長
四
万
一
千
円
を
四
万
五
千
円
に

副
琵
曇
二
万
六
千
円
を
四
万
円
に
、

責
長
三
万
五
千
円
を
二
万
九
千
円

に
、
賢
三
万
四
千
円
を
二
万
八
千

円
に
牧
丘
（
四
四
空
ハ
月
一
日
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
実
施
）

蓮
楽
第
一
二
号

遠
賀
町
特
別
職
の
職
負
で
常
勤
の
も
の

の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
叢
正

町
長
十
三
万
八
千
円
を
十
四
万
九
千

七
百
円
に
、
助
役
十
一
万
七
百
円
を

十
二
万
三
百
円
に
、
収
入
役
十
万
五

王
台
円
本
千
一
万
四
千
七
百
円
に

改
正
（
四
四
空
ハ
月
一
日
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
実
施
）

霧
四
号

遠
賀
町
教
萎
全
教
富
民
の
給
与
及

び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正教

育
長
十
万
五
壬
ハ
百
円
至
⊥
万

四
千
七
百
円
に
改
正
（
四
周
年
六
月

一
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
実
施
）

襲
撃
毒

遠
賀
町
一
般
職
々
貝
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

一
嶺
々
貝
に
つ
い
て
大
詔
院
勧
告

に
塞
い
て
四
四
隻
ハ
月
一
日
に
さ
か

の
ぼ
っ
て
実
施
。
給
与
授
補
正
額
四

五
〇
万
円
（
九
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
ア

ップ）
強
震
六
号

遠
賀
町
税
条
例
の
一
部
改
正

長
期
及
び
短
期
襲
所
得
に
係
る
個

人
の
町
民
税
の
課
税
条
例
が
租
税
特

別
措
霞
法
（
国
税
）
の
改
正
に
準
じ

て
変
わ
り
ま
し
た
。
（
四
四
年
六
月

号
に
記
載
）

醸
纂
第
七
号

遠
賀
町
土
地
開
発
基
金
条
例
制
定

公
共
用
地
等
を
あ
ら
か
じ
め
馨
す

る
こ
と
に
よ
り
輩
薬
の
円
滑
化
を
は

か
る
た
め
土
地
開
発
基
金
覆
置
す

る。霊
の
額
は
三
千
万
円

昭
四
四
年
度
積
立
金
一
七
五
〇
万

円
強
襲
第
八
号

馨
町
土
地
取
得
特
別
会
計
条
例
創
建

襲
第
九
号

昭
和
四
四
毎
度
遠
賀
町
一
般
会
計
詩
正

予
算主

な
も
の
は
人
事
院
勧
告
に
基
づ
い

て
四
四
空
ハ
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ

る
給
与
望
（
8
万
円
（
特
別
職

も
含
む
）
と
土
地
開
発
基
金
積
立
金

一
、
七
五
〇
万
円
の
追
加
と
餐

（
遠
申
講
堂
鉄
筋
膀
藁
工
疎
が

四
四
年
度
完
成
の
予
定
が
四
五
毎
度

ま
で
の
惣
濃
紫
に
な
っ
た
た
め
）

空
、
七
七
五
万
減
額
さ
れ
差
引
八

七
〇
万
円
の
補
正
額
と
な
り
ま
し

た。
桶
正
樹
の
予
算
額

二
億
八
六
八
〇
万
円

補正額．

八
七
〇
万
円

補
正
後
の
予
算
額

二
億
九
五
五
〇
万
円

醸
泰
第
一
〇
号

昭
和
四
四
憲
遊
資
町
国
民
健
康
保
険

謡
染
特
別
会
計
補
正
予
算

補
豆
類
　
〇
円
（
予
算
組
み
換

え
の
み
）

聾
霧
一
言

昭
和
四
四
年
麗
遁
賀
町
水
落
繋
特
別

会
計
補
正
予
算

桶
正
額
　
八
〇
万
円



昭
和
四
十
五
年
消
防
出
初
式

盛
大
に
挙
行
さ
れ
る

本
町
消
防
出
初
式
は
去
る
一
月
二

日
午
前
九
時
か
ら
浅
木
小
学
校
々
慶
で

団
風
全
員
の
参
加
と
町
内
外
の
来
賓
多

数
参
列
の
も
と
に
厳
粛
か
つ
盛
大
に
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
全
国
的
に
護
の
綿
菜
で
寒

さ
も
一
段
と
さ
び
し
く
潤
防
出
初
式
に

ふ
さ
わ
し
い
天
候
の
串
で
団
員
の
規
律

整
然
と
し
た
分
列
行
進
、
小
隊
訓
練
、

ポ
ン
プ
操
法
、
放
水
訓
練
を
披
露
し
、

来
賓
各
位
か
ら
数
々
の
激
励
の
視
辞
が

あ
り
午
前
一
一
時
三
〇
分
に
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

命
当
日
の
表
彰
関
係
は
次
の
と
お
り

で
あ
り
ま
す
。

◎
消
防
庁
黄
昏
袋
形

元
第
二
分
団
分
団
長

ク
∴
∴
∴
副
分
団
長

ク
第
一
分
国
別
分
団
長

ク
　
第
三
分
団
班
長

ク
第
一
分
園
田
貝

クク
第
三
分
園
田
貝

◎
福
岡
県
知
郵
表
彰

遠
賀
町
消
防
団
長

第
一
分
田
圃
風

◎
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

遠
賀
町
消
防
団
長

丸
井
博
骸

吉
田
　
狂

信
床
清
三

岩
崎
昭
事

水
上
　
近

加
藤
事
後

添
田
垂
広

柴
田
一
彦

柴
田
智
隆

柴
田
一
彦

◎
福
岡
県
消
防
揺
会
長
表
彰

（
優
良
団
風
と
し
て
）

第
三
分
団
援
兵
∴
∴
∴
行
薇
利
秋

第
二
分
団
班
員
　
　
　
二
村
幸
光

ク
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
　
費

第
一
分
団
国
風
　
　
森
田
識
之
助

第
三
分
田
園
児
　
　
　
石
松
芳
戯

第
一
分
園
田
貝
　
　
　
石
井
邦
彦

第
一
分
団
団
員
　
　
　
林
　
正
弘

第
二
分
田
園
貝
　
　
　
門
司
好
弘

（
一
〇
年
以
上
永
年
勤
馨
）

一
〔
牽
　
蟹
一
分
団
団
員
∴
池
田
海
尉

一
五
年
∴
第
二
分
団
団
員
大
場
義
信

二
〇
年
　
第
二
分
団
分
団
昆
舞
添
八
郎

ク
　
　
第
一
分
匝
瑳
長
　
種
木
友
行

ク
　
　
第
一
分
団
避
長
　
大
場
春
生

ク
　
　
第
三
分
団
班
長
　
葱
利
秋

ク
　
　
第
三
分
団
班
長
　
杉
　
溶

ク
　
　
第
一
分
田
園
良
　
師
屋
政
雄

ク
∴
∴
∴
ク
　
　
　
　
河
原
蛮
京

ク
∴
∴
舘
三
分
団
国
風
∴
添
田
仁
覿

ク
∴
∴
∴
ク
　
　
　
　
吉
野
克
窓

二
五
年
　
第
一
分
田
園
風
　
袋
問
答
隆

◎
消
防
協
会
遠
賀
支
部
長
表
彰

第
一
分
団
分
団
長
　
　
泉
原
武
彦

第
三
分
団
証
長
　
　
　
坂
本
　
盤

◎
遼
賀
町
長
表
彰
（
感
謝
状
）

（
消
火
協
力
者
）

遠
賀
町
若
松
　
　
　
小
野
智
恵
子

ク
　
　
　
　
　
　
舛
添
ヨ
シ
ヱ

ク
　
　
　
　
　
　
福
本
　
昭
代

ク
　
　
　
　
　
　
舛
添
∴
澄
子

◎
遠
賀
町
消
防
団
長
表
彰

（
永
年
勤
続
者
）

一
薮
二
分
団
分
団
長
　
丸
井
勝
髄

（
優
良
消
防
挺
）

第
二
分
間
　
塑
雑
班

第
三
分
団
　
虫
生
津
軽

火
災
が
　
ふ
　
え
　
る
季
節

1
春
の
火
災
予
防
運
動
（
二
月
二
八
日
～
三
月
一
三
日
）
　
　
－

番
の
火
災
予
防
遊
動
が
月
末
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
と
く
に
火
災

が
ふ
え
て
き
ま
す
。
空
気
が
か
わ
き
強

い
風
が
吹
き
火
災
発
生
の
危
険
が
い
っ

ぱ
い
で
す
。

火
災
発
生
原
因
の
第
一
位
は

〝
た
ば
こ
〟
で
す

た
ば
こ
は
火
災
発
生
原
因
の
第
一
位

で
す
。
外
出
前
に
一
服
し
た
の
を
軽
さ

忘
れ
て
火
疎
を
お
こ
し
た
り
、
く
わ
え

た
ば
こ
で
ふ
と
ん
を
片
づ
け
て
い
る
う

ち
、
落
ち
た
火
ダ
ネ
を
そ
の
ま
ま
た
た

み
こ
ん
で
し
ま
い
、
ふ
と
ん
が
燃
え
た

す
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

と
く
に
危
険
な
の
は
、
寝
た
ば
こ
。

火
の
つ
い
た
吸
い
か
け
の
た
ば
こ
が
、

ね
む
っ
て
い
る
う
ち
に
た
た
み
の
う
え

に
お
ち
た
り
、
家
具
の
下
に
こ
ろ
が
っ

た
り
し
て
、
出
火
す
る
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
外
出
や
、
お
や
す
み
の
前
に
は

た
ば
こ
は
必
ず
水
を
入
れ
た
灰
皿
に
入

れ
、
火
を
確
実
に
消
す
よ
う
に
し
て
く

ださい。
ま
た
、
子
ど
も
の
火
遊
び
は
火
災
の

お
も
な
原
因
の
ひ
と
つ
で
す
。

マ
ッ
チ
な
ど
は
子
ど
も
の
手
の
届
か

な
い
と
こ
ろ
に
し
ま
っ
て
お
き
、
持
ち

出
さ
れ
な
い
な
い
よ
う
に
注
惑
し
て
く

だ
さ
い
。
へ
や
の
な
か
の
燃
え
や
す
い

も
の
も
き
ち
ん
と
片
づ
げ
ろ
こ
と
で

す。
風
の
強
い
臼
に
は
た
き
火
は
や
あ
ま

し
ょ
う
。
市
町
村
か
ら
、
火
災
響
報
が

発
令
さ
れ
ま
す
と
、
屋
外
で
の
た
き
火

は
禁
止
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さい。風
の
な
い
日
で
も
、
た
き
日
を
す
る

場
合
は
、
必
ず
適
任
の
も
て
る
人
か
つ

き
そ
い
、
消
火
用
の
水
を
用
惑
す
る
こ

と
で
す
。

た
き
火
の
あ
と
は
水
を
か
け
、
完
全

に
火
が
潤
え
た
こ
と
轟
か
あ
ま
し
ょ

う。

万
一
火
事
が
お
こ
っ
た
ら

す
ぐ
に
「
一
一
九
番
」
を

不
幸
に
し
て
火
噺
が
お
こ
っ
た
と
き

は
す
ぐ
に
一
一
九
番
を
ま
わ
し
、
火

部
の
場
所
を
消
防
団
に
知
ら
せ
ま
し
ょ

う
。
ま
た
万
一
の
場
合
に
備
え
て
消
火

器
を
お
い
た
り
、
消
火
用
水
を
た
め
た

り
し
て
お
く
宅
も
た
い
せ
つ
で
す
。

し
か
し
、
鐙
気
、
ガ
ス
響
若
使
っ

た
あ
と
の
注
恵
や
、
浸
る
前
の
火
の
点

検
な
ど
、
日
常
生
活
の
小
さ
羨
憲
が

火
災
予
防
に
は
な
に
よ
り
も
肝
心
な
こ

と
だ
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
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県
下
一
斉
ネ
ズ
ミ
駆
除
運
動

期
間
中
に
会
世
稀
に
ネ
ズ
ミ
駆
除
薬
を

無
料
配
布
し
筒
一
周
の
成
磐
期
す
と

共
に
ネ
ズ
ミ
に
よ
る
披
書
を
あ
ら
た
め

て
認
識
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
ネ
ズ
ミ
を

一
斉
に
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

筒
駆
除
薬
は
各
区
奥
さ
ん
を
通
じ

て
全
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

広
告
看
板
の

国
道
敷
地
占
用
に
つ
い
て

こ
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

●
…
交
通
部
故
に
よ
る
犠
牲
者
は
ね
ん

ね
ん
ふ
え
て
い
ま
す
。
と
く
に
、
こ
ど

も
の
交
通
部
故
は
多
く
、
い
た
ま
し
い

も
の
で
す
。
つ
き
の
よ
う
な
こ
と
を
心

か
け
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
口
で
や
か
ま
し
く
い
う
よ
り
も

実
際
に
清
蕗
に
出
て
、
手
を
あ
げ
て
い

っ
し
ょ
に
横
断
歩
逆
を
渡
っ
て
み
た
り

曲
り
か
ど
で
は
左
右
を
見
て
曲
っ
た
り

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
信
号
旗
の
あ
る
横

断
歩
逆
で
も
、
ふ
み
き
り
警
報
器
が
な

っ
て
い
て
も
邪
教
が
あ
る
こ
と
を
、
く

り
か
え
し
教
え
ま
し
ょ
う
。

小
学
生
の
妨
合
は
、
忘
れ
も
の
を
と

り
に
家
に
帰
る
途
中
の
秘
技
が
多
い
よ

う
で
す
。
忘
れ
も
の
か
な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

こ
ど
も
の
部
数
は
、
土
曜
日
に
と
く

に
多
い
と
い
わ
れ
ま
す
。
あ
そ
び
に
気

を
と
ら
れ
、
あ
し
た
は
日
曜
日
と
い
う

気
の
ゆ
る
み
が
原
因
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
土
曜
日
の
午
後
に
注
意
し
ま
し
ょ

う。

学
校
へ
の
行
き
帰
り
は
、
で
き
れ
ば

上
級
生
を
ま
じ
え
て
、
グ
ル
ー
プ
で
行

動
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

今
般
、
建
設
省
が
管
理
し
て
い
る
国

道
敷
地
内
に
広
告
看
堅
轟
け
る
勘
合

の
許
可
基
準
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

福
岡
国
逆
毛
隷
霧
所
で
は
、
こ
の

基
準
に
よ
り
国
道
に
現
在
設
置
さ
れ
て

い
る
広
告
看
板
の
点
検
を
行
な
い
基
準

に
反
す
る
も
の
は
撤
去
、
改
造
を
お
願

い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
御
協

力
方
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
国
逆
敷
地
の
地
上
、
地
下
。
上

変
電
闘
わ
ず
広
告
看
板
そ
の
他
の
物
件

を
設
け
る
と
き
は
建
設
省
の
許
可
を
受

け
て
下
さ
い
。
無
断
で
設
置
し
ま
す
と

撤
去
さ
せ
ら
れ
た
り
、
罰
則
の
適
用
を

受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
詳
細
は
下
記
出
張
所
に
お
問

合
せ
下
さ
い
。

建
設
省
八
幡
出
張
所

T
E
L
（
八
幡
1
0
9
3
）

⑳
3
3
3
8
～
9

所
在
地

北
九
州
市
八
幡
区
大
字
穴
生

あ

と

二

カ

月

引
揚
者
特
別
交
付
金
請
求
期
限

営
寒
冷
期
の
交
通
事
故
に
注
意

こ
れ
か
ら
遮
さ
も
い
ち
だ
ん
と
き
び

く
な
り
、
路
面
が
凍
り
つ
い
た
り
雪
が

積
も
っ
た
り
し
て
、
ス
リ
ッ
プ
に
よ
る

交
通
部
故
が
起
こ
り
や
す
く
な
っ
て
き

ます。憲
転
す
る
と
き
は
、
つ
き
の
こ

と
を
守
っ
て
交
通
疎
放
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

ま
ず
、
路
面
が
凍
っ
て
い
る
道
路
で

は
、
す
べ
り
や
す
く
、
フ
レ
ー
キ
を
踏

ん
で
も
、
ほ
と
ん
ど
の
唾
が
ス
リ
ッ
プ

し
て
、
停
止
距
離
は
ふ
だ
ん
よ
り
も
グ

ー
ン
と
伸
び
ま
す
か
ら
、
停
止
す
る
と

き
は
、
エ
ン
ジ
ン
フ
レ
ー
キ
で
じ
ゅ
う

ぶ
ん
に
減
速
し
た
あ
と
で
フ
レ
ー
辛
を

踏
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
走
行
中
も
ス
リ
ッ
プ
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
こ
と
を
考
え
て
、
前
の
革
と

の
距
離
は
ふ
だ
ん
よ
り
長
く
と
り
、
速

度
を
落
と
す
よ
う
に
心
か
け
て
く
だ
さ

は
か
の
車
が
、
じ
ゆ
う
ぶ
ん
な
車
間

距
離
を
お
い
て
運
転
し
て
い
る
と
き
割

り
込
み
を
す
る
と
、
麗
髄
を
乱
す

ば
か
り
で
な
く
ス
リ
ッ
プ
接
触
な
ど
で

思
わ
ぬ
交
通
部
故
を
起
こ
す
原
因
と
な

り
ま
す
か
ら
、
割
り
込
み
は
絶
対
し
な

い
よ
う
に
。

つ
き
に
、
凍
っ
た
通
路
や
雪
が
積
も

っ
て
い
る
通
路
で
は
、
す
べ
り
止
め
の

タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
か
、
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ

な
ど
を
必
ず
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
チ

ェ
ー
ン
や
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
を
と
り
つ
げ

て
い
で
も
、
急
フ
レ
ー
辛
を
か
け
る
と

横
に
す
ぺ
っ
た
り
、
横
転
し
た
り
し
ま

す
か
ら
、
安
心
せ
ず
に
、
速
度
や
車
間

彊
髄
に
つ
い
て
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
注
意

を
は
与
つ
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

（
交
通
安
全
対
策
室
）

終
戦
後
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
た
人
に

交
付
さ
れ
る
『
引
揚
者
特
別
交
付
金

の
締
求
期
限
が
あ
と
二
カ
月
に
せ
ま
り

ま
し
た
。
外
地
に
昭
和
二
十
年
八
月

十
五
日
ま
で
引
き
続
三
年
以
上
居
住

し
、
終
戦
で
日
本
に
引
き
揚
げ
た
か
た

は
、
本
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
請
求
な

し
い
と
特
別
交
付
金
を
受
け
る
資
格
が

な
く
な
り
ま
す
。

福
岡
県
内
で
、
こ
の
特
別
交
付
金
を

諮
求
さ
れ
た
か
た
は
昨
年
末
ま
で
で
二

十
五
万
七
千
七
十
一
人
お
ら
れ
ま
す

が
、
ま
だ
三
万
五
千
人
の
人
が
請
求
さ

れ
て
い
な
い
現
状
で
す
。

一
人
平
均
五
万
三
千
円
が
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
福
岡
県
内
で

約
十
九
億
円
が
笛
に
浮
く
計
舘
に
な
り

ます。県
で
は
、
手
続
方
法
な
ど
ど
相
談
に

応
じ
ら
れ
る
よ
う
左
記
の
と
お
り
巡
回

相
談
を
行
な
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
に
お
い
で
に
な
れ
な
い
人
は
、

市
町
村
の
窓
口
で
も
お
し
え
て
お
り
ま

す
の
で
馨
の
鍵
田
を
い
そ
い
て
く

だ
さ
い
。

諦
求
の
た
め
に
必
要
な
蕊
類
は
、
諦

蕾
、
外
地
居
住
状
況
答
申
茜
、
昭

和
二
十
年
八
月
十
五
日
現
在
の
本
籍
地

の
戸
籍
譜
抽
選
項
証
明
、
請
求
者
の
現

在
の
戸
籍
、
住
民
票
、
印
か
ん
届
出
蒋

な
ど
で
す
。

相
談
時
間
は
、
朗
十
時
か
ら
夕

方
十
五
時
ま
で
で
す
。

（
怒
同
根
媛
惣
諌
）
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日

時

がん移譲町

－
1
今
月
の
税
金

固
定
資
産
税
第
四
期
分

納
期
限
　
　
二
月
二
五
日

納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

固
定
資
産
課
税
台
帳
縦
覧

三
月
－
日
～
二
十
日
（
日
曜
日
を

除
く
）

一
、
場
所
　
遠
賀
町
役
場
税
務
係

ふ
る
っ
　
て

町
議
会
を
傍
聴
し
ま
う

今
か
ら
一
一
事
前
、
昭
和
四
二
年
四
月

に
行
な
わ
れ
た
町
長
、
町
議
金
賞
選

挙
で
立
派
な
公
約
の
も
と
に
立
候
稿
し

て
当
遷
さ
れ
た
方
が
果
し
て
と
の
よ
う

な
活
動
を
し
、
ど
ん
な
に
カ
蛮
葎
し

て
い
る
か
、
三
年
前
の
遜
挙
晴
を
今
一

度
ぶ
り
か
え
っ
て
み
つ
め
て
下
き
い
。

町
民
の
皆
さ
ん
が
清
三
粟
を
没
じ

た
憩
寅
さ
ん
が
ど
ん
な
発
言
や
行
動
を

し
て
い
る
か
、
あ
は
た
た
ち
の
眼
で
、

耳
で
し
か
と
確
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
私

た
ち
が
住
む
遠
賀
町
を
典
に
思
い
、
民

主
的
、
文
化
的
に
高
め
て
い
く
謡
が
今

後
の
大
切
な
我
々
の
使
命
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

○
傍
聴
し
よ
う
と
す
る
人
は
議
会
郵

務
局
係
員
に
住
所
氏
名
年
令
を
申

し
出
れ
ば
傍
聴
が
で
き
ま
す
。

○
次
回
遠
賀
町
襲
第
二
回
定
例
会

は
三
月
一
〇
日
頃
に
招
集
さ
れ
三

月
二
五
日
頃
閉
会
す
る
予
定
で

す
。
そ
の
間
に
譲
葉
上
程
、
質
疑

応
答
、
休
会
、
一
蟹
間
な
ど
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
轟
に
つ

い
て
は
数
日
前
に
役
琵
疎
の

方
へ
包
話
で
籠
で
す
か
ら
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

身
体
障
害
児
を

完
全
就
学
さ
せ
ま
し
ょ
う

襲
児
、
難
聴
児
の
便
蒙
の
方
々
は

日
夜
こ
の
教
育
に
御
尽
力
さ
れ
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
普
通
児
の
一
〇
〇

パ
ー
セ
ン
ト
就
学
に
出
し
、
身
障
児
の

就
学
率
は
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
位
で
ま
だ

家
庭
に
放
置
さ
れ
て
い
る
子
供
が
多
数

い
る
こ
と
が
文
部
省
統
計
蘭
盃
で
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
一
人
で

も
身
障
児
が
社
会
か
ら
と
り
残
さ
れ
な

い
よ
う
に
一
8
パ
ー
セ
ン
ト
就
学
に

努
力
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

筑
蛮
地
方
で
は
県
立
直
方
聾
学
校
で

幼
稚
謡
　
（
三
、
四
、
五
才
）
、
小
学

蔀
、
串
学
部
、
高
等
蔀
と
一
題
し
た
教

育
を
実
施
し
て
い
る
の
で
お
知
ら
せ
し

ます。

記

○
橿
方
市
瀬
野
一
四
七
八
ノ
二

県
立
彊
方
慧
霞

．笹話
〇
九
四
九
ニ
ー
ニ
ー
〇
九
四
九

〇
入
学
　
四
月
八
日

○
問
い
合
わ
せ
先

町
整
墓
賢
会
、
福
祉
部
務
所

直
方
襲
撃
梗

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を

縦
覧
に
供
し
ま
す

ろ
う
あ
者
の
職
業
訓
練
生
募
集

一
月
十
五
日
現
在
で
頚
提
す
る
遠
賀

町
農
薬
賓
会
委
員
選
挙
人
名
簿
が
で

き
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
織
豊
に

供
し
ま
す
。

こ
の
名
簿
は
、
先
鐙
出
さ
れ
た
申

請
雑
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
も
の
で
す

が
、
記
載
も
れ
や
誤
戦
が
な
い
加
硫
め

て
く
だ
さ
い
。

記

一
、
饗
覇
間

二
月
二
十
三
日
か
ら

三
月
八
日
ま
で

毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
、

午
後
五
時
ま
で

一
、
蟹
窃
所

遠
賀
町
役
域

幽
霊
出
没
は
う
そ
だ
っ
た

本
年
一
月
中
旬
頃
か
ら
遠
賀
町
芦
屡

堤
防
島
津
、
道
管
西
鉄
バ
ス
停
留
所
の

閲
で
若
い
女
性
の
幽
雷
没
磯
件
で
世

間
を
無
用
に
騒
が
せ
た
噂
は
全
く
埴
実

無
根
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

と
の
う
わ
さ
の
根
源
は
西
鉄
バ
ス
島

津
停
留
所
で
ワ
ン
マ
ン
カ
ー
バ
ス
運
転

士
が
お
客
の
乗
降
を
錯
覚
し
た
言
を
人

に
を
ら
し
た
郭
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で

幽
愁
の
服
遊
、
年
令
な
ど
は
う
わ
さ
か

ら
う
わ
さ
の
作
り
話
し
で
あ
っ
た
の
で

す。
今
後
は
こ
ん
介
溌
実
無
根
の
う
わ
さ

を
し
て
世
の
中
を
掻
か
せ
な
い
よ
う
に

な
た
か
い
に
踵
し
み
ま
し
ょ
う
。

社
会
福
祉
法
人
福
岡
興
ろ
う
あ
工
芸

会
で
は
、
う
っ
あ
者
の
職
業
訓
練
生
を

つ
き
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

一
、
入
所
資
格

身
焦
柴
草
帳
を
も
つ
う
っ
あ
者

で
、
綺
十
五
歳
以
上
の
も
の

二
、
入
所
手
続
き

十
五
歳
か
ら
十
七
歳
の
も
の
は
居

住
地
の
児
垂
霜
談
所
へ
、
十
八
歳
以

上
の
も
の
は
居
住
地
の
福
祉
部
落
所

に
申
し
込
む
こ
と

三
、
収
容
期
間

原
則
と
し
て
三
力
年
以
内
で
す
が

必
嬰
と
認
め
た
と
き
は
期
間
延
長
し

ます。

四
、
訓
練
科
目

木
工
科
（
和
洋
家
具
類
一
式
製
作
）

縫
工
科
（
ミ
シ
ン
洋
裁
、
縫
製
品

一
式
製
作
）

五
、
人
所
時
期

四
月
。
実
情
に
よ
っ
て
は
随
時
入

所
も
熟
め
ま
す
。

六
、
経
費

入
所
後
の
費
用
は
籠
馨
の
収
入

な
ど
に
よ
っ
て
一
部
負
担
、
ま
た
家

計
の
状
況
に
よ
り
困
難
と
認
め
ら
れ

る
場
合
は
免
除
し
ま
す
。

（社会課）

巡
回
交
通
相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

二
月
一
七
日
（
火
）

午
前
九
時
～
午
後
四
時

直
方
市
役
所
内
第
一
合
皮
婁

二
月
一
百
日
（
火
）

午
前
九
時
～
午
後
四
時

大
牟
田
憂
所
会
強
要


